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従来技術とその問題点
現在までに報告されたAMD に関連する多くの遺伝子の機

能に関しては、補体、免疫、脂質代謝、血管新生など多方面

に分散している。しかし、これら遺伝子だけでは、全てのAMD

の易罹患性を説明できないのが現状である。

AMD治療に関係する遺伝子は実質的に“VEGF”遺伝子の

みで、その抗体薬が使用されている。治療は、月１回の眼内

への薬液投与である。この治療は高額で、再発するケースも

多く、高齢の年金生活者には大変な負担となっている。

長期の治療の間に、病巣で繊維化などが起きる場合がある

。これを事前予測する遺伝子検査も期待されている。
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新技術の特徴・従来技術との比較
我々は、新しいAMDの責任遺伝子として、“GENE R”（仮
称）を同定した。このGENE Rの多型は、複数のアミノ酸置換

変異の組み合わせ（ハプロタイプ）であった。ハプロタイプと
疾患発症との関連についての前例は少ない。

GENE Rの機能は、ほとんど解明されていないが、従来の
50近いAMDの責任遺伝子とは機能的に全く異なっていると

言える。このため、全く新規のAMDの創薬概念の構築が期待
でき、新しい治療薬の開発に繋げられると考えている。AMD

の低分子医薬品が開発できれば、眼内投与手術の必要もな
く、連日の服用で効果が安定し、薬価の安い治療へと繋がる
ことが期待できる。
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想定される用途
• 新規治療薬の創薬

今回、我々が発見したAMDの新規の責任遺伝子
GENE Rは、従来の責任遺伝子とは異なる全く新規の創

薬ターゲットであり、創薬が成功すれば、低分子化合物
による安価なものとなると考えられる。

• 新薬の欧米での展開

リスク・ハプロタイプは、日本人よりも外国人、特に白人
に多い（1000人ゲノムデータベースより）。

• 本疾患の発症リスク検査（遺伝子検査）
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実用化に向けた課題
現在は、新規のAMD発症責任遺伝子“GENE R”およびそ

の多型の組み合わせ（ハプロタイプ）を同定した段階であり、
これから、この遺伝子産物を創薬ターゲットとした新しい化合
物のスクリーニングをする段階に移行する。

今後、化合物ライブラリーから目的に叶った化合物をスクリ
ーニングするためのin vitroアッセイ系を構築する必要がある
。

これと並行して、GENE Rが関与する新規のAMD発症機序
を解明して行く必要がある。
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企業への期待
基礎研究（共同研究）から製品化までの幅広いノウハウを持
ち、低分子化合物ライブラリーを保有する企業との共同研究
を希望する。

＜想定している共同研究内容＞

1.化合物ライブラリーから、GENE Rに高い結合性を示す化合
物群（数百から1000種類）の１次スクリーニング

2.GENE Rの機能に基づいた２次スクリーニング系の確立
（酵素活性およびタンパク質間相互作用に対する影響）

3.GENE R機能に基づいた化合物の２次スクリーニング

※ 1.は企業主導で、2と3は当研究室主導で実施することを想定している。
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本技術に関する知的財産権

• 発明の名称： 加齢黄斑変性の発症リスク

の評価方法

• 出願番号： 特願2017-046540

• 出願人： 浜松医科大学

• 発明者： 大石健太郎、蓑島伸生、

尾花明、堀田喜裕
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お問合わせ先

浜松医科大学 知財活用推進本部

担当：伊藤 悟

〒431-3192
静岡県浜松市東区半田山一丁目20番1号
TEL： 053-435-2681
FAX： 053-435-2179
e-mail：chizai@hama-med.ac.jp


